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《新しい多様で柔軟な教育システムの構築》

普通科総合選択制を洛東高校に導入します

生徒の興味・関心を高める特色あるコースを設置する普通科総合選択制を平成16年度
から洛東高校に導入します。
普通科総合選択制は、従来の類・類型の系統性と、単位制の自由選択制のバランスをと
った新しいタイプの普通科です。
生徒の興味・関心に応じて選択するコースごとにあるコース指定科目と、自由選択でき
る科目の組合せにより、幅広い領域についても学習することができ、また、一つの領域を
深く学習することもできます。普通科総合選択制は、個人の進路希望にきめ細かく対応し
ます。

導 入 後現 行

普 国 際 文 化第
コミュニケーションコースⅡ 人 文 系 通 総

２学級類 科 合
程 度選 人 文 社 会 コ ー ス

択
制 健 康 福 祉 コ ー ス第

一 般 系

第 文 系Ⅰ 文 系
３学級

Ⅰ
程 度

類 文 理 科 系 類 文 理 科 系

※募集定員については、各年度の募集要項において

定めます。
１ 設置理由

普通科の多様化を進め、生徒の学習ニーズや進路希望の多様化に対応する。

２ 普通科総合選択制の特色

・・・・・・学校が計画した学年ごとの教育課程によって学習します。①学年制

②コース指定科目・・コースごとに指定する科目があります。

③自由選択科目・・・自ら選択する科目を数多く設定します。

３ 通学区域及び選抜方法

一般選抜の実施方法通 学 区 域 選 抜 方 法

一般選抜及び推薦入学 単 独 選 抜普通科総合選択制 京都市東通学圏

４ 普通科総合選択制のコースの内容

コース名 内 容

国 際 文 化 コミュニケーション能力を高めるとともに、異文化に

コミュニケーション 対する理解を深めます。

コ ー ス ※海外での研修も企画します。

人 文 社 会 言語能力の向上を図るとともに、歴史や政治など人間

コ ー ス や社会、文化について理解を深めます。

健 康 福 祉 福祉の心を培い、ヒューマン・ケアの態度と能力を身

コ ー ス につけます。
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《新しい多様で柔軟な教育システムの構築》

総合学科を南丹高校に設置します

生徒の学習ニーズや進路の多様化に対応する総合学科を平成16年度から南丹高校に
設置します。
総合学科では、単位制を導入し、従来の普通科と専門学科の枠を超えた様々な選択科
目の中から、自分の興味・関心及び進路希望に応じて科目を選ぶことができます。
また、少人数講座の開講、科目選択についてのきめ細かなガイダンス、充実した進路
指導など、一人一人の進路希望に応じた学習を支援します。

改 編 後現 行

第 文 理 系第 文 理 系
２学級

Ⅱ Ⅱ 程 度
類 英 語 系 類 英 語 系

人 間 科 学 系 列一 般 系
総第
自 然 科 学 系 列Ⅰ 文 系

合類 ５学級
理 系 ス ポ ー ツ 健 康 系 列

程 度
学
総 合 ビ ジ ネ ス 系 列商 オ フ ィ ス 情 報 科

科
オ フ ィ ス 情 報 系 列業 流通マネージメント科

※募集定員については、各年度の募集要項において
定めます。

１ 設置理由
生徒の多様な学習ニーズや進路希望の多様化にこたえる教育を展開する。

２ 総合学科の特色
①単位制・・・・・様々な選択科目の中から自分の興味・関心及び進路に応じて科目を

選び、個人の時間割をつくります。
②原則履修科目・・ 産業社会と人間」等「
③総合選択科目・・５系列を設置

３ 通学区域及び選抜方法

通 学 区 域 一般選抜の選抜方法選 抜 方 法

口 丹 通 学 圏
単 独 選 抜総合学科 一般選抜及び推薦入学（当面は亀岡市とし、北桑田郡及び船井郡

については入学枠を設定します）。

４ 総合学科の系列の内容

系 列 名 内 容
21世紀を豊かに生きるために、地域と文化、歴史と文学

人 間 科 学 系 列
を通して、ひとと社会について探求する力を身につけます。
自然と環境、科学について学び、科学的に分析し、自然を

自 然 科 学 系 列
探求する力を身につけます。
スポーツと健康について学び、健康で豊かな生活を送るこ

スポーツ健康系列
とができる力と社会に貢献できる資質を育てます。
ビジネス社会で活躍する起業家を目指して、経営企画、会

総合ビジネス系列
計処理、販売に関する知識と技能を身につけます。
コンピュータを活用し、情報を分析し、表現できるビジネ

オフィス情報系列
スの実践力を身につけます。
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《新しい多様で柔軟な教育システムの構築》

洛 北 高 校 に 府 立 中 学 校 を 併 設 し
中 高 一 貫 教 育 を 実 施 し ま す

１ 内容及びねらい
①中等教育の多様化
これまでの中学校・高等学校に加えて、中高一貫教育も選択できるようにすることに
より、中等教育の一層の多様化を図ります。
②計画的・継続的な教育指導
周辺の学習環境に恵まれ、歴史や伝統を持つ洛北高校において、６年間の計画的・継
続的な教育指導を行うことにより、生徒一人一人の感性を磨き、個性を伸ばし、才能を
開花させる教育を展開します。

２ 中高一貫教育の教育理念
①教育目標
未来を切り拓く強い意志、高い知性、豊かな感性を持つ人間の育成
②育てたい力
深い洞察力、豊かな創造力、論理的思考力
③目指す生徒像
・世界に羽ばたく大きな志を持った生徒
・知的バランスのとれた生徒
・心豊かで、礼節をわきまえた生徒

－自然科学の素養を基礎に持つ人間の育成－④基本コンセプトは “サイエンス”、
21世紀の社会を主体的に担っていくためには、どのような分野においても、自然科
学の基本的な素養をしっかり身に付けることが将来への大きな力となります。生徒は６
年間の継続した教育の中で自然科学に親しみ、その学び方や考え方の理解を深めます。

３ 特色ある教育課程

中学校 高等学校学校
学年 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３
区分 基礎期 充実期 発展期

主体的学習態度の確立 科学的・論理的思考力の育成 総合的・発展的な学びの深化
基礎的知識の徹底習得

内容

必修教科 必修教科・科目

学習 数理分野 進路希望に対応した
を伸ばす選択教科 選択教科・科目

「洛北サイエンス」学校独自の教科
総合的な学習の時間「発見・思考・表現」

４ 中高一貫の教育展開上の特色
①６年間一貫して学習する教科科目として「洛北サイエンス」を設定します。
②６年間を通じて総合的な学習の時間「発見・思考・表現」を設定します。
③外部講師の活用
・外部講師の活用－大学・企業・研究所等との連携
・大学・企業・研究所の施設での研修
④ＴＯＥＩＣ・英検の活用－国際社会に通じる資格の取得
⑤２学期制の導入

５ 通学区域及び募集定員
京都府内全域から１学年・８０名（２学級）を募集します。

６ 入学者決定方法
面接、作文・製作、調査書及び抽選を用いて総合的に入学者の決定を行います。
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《主体的な選択ができる入学者選抜制度への改善》

山城地域の通学区域を拡大し
選 抜 制 度 を 改 善 し ま す

山城北・山城南通学圏がひとつの通学圏になります。通学圏が広がることにより、一
人一人の希望に応じた高校選択の範囲が広がります。
また、山城地域における普通科第Ⅰ類の総合選抜制度を廃止し、同地域の全ての普通
科で単独選抜を実施することにより、学びたい学校を自ら選択し、志願できるようにし
ます。
同時に、普通科の受験機会の複数化、評価尺度の多元化を図るとともに、複数校希望
制度を取り入れるなど、セーフティネットを確保します。

項 目 内 容

山城北通学圏と山城南通学圏を統合し山城通
通学区域の改善

学圏として一本化

普通科第Ⅰ類の選抜制度を、総合選抜から単
独選抜に変更し、全ての普通科で単独選抜を選抜方法の改善
実施

「前期 「中期 「後期」の３期に選抜を実施
受 験 機 会 の 複 数 化

」 」
多 元 的 な 評 価 尺 度 の 導 入

○特別活動・部活動など、高等学校の特色に
応じた生徒を募集前期選抜

※推薦入試と同時期 ○自己申告書、面接、作文及び中学校長から
実施 の報告書等による選抜

○募集定員の10%以内を募集

○希望と総合成績による合格決定
○複数校希望によるセーフティネットの確保中期選抜

※一般入試と同時期 ・普通科を第１志望とする場合、第３順位ま

実施 で入学したい高校の希望が可能

後期選抜
中期選抜までの結果、定員が未充足になって

※２次募集と同時期
いる学科等において実施

実施

普通科第Ⅰ類・第Ⅱ類を一括して募集普通科第Ⅰ類・第Ⅱ
（推薦入試を実施する第Ⅱ類英語系を除く）類の一括募集



～ 未来デザイン・応援プラン ～

特色ある府立高校づくりをめざしています。

京都府教育庁指導部高校改革推進室
KYOTO PREFECTURAL BOARD of EDUCATION

HIGHSCHOOL EDUCATION REFORM PROMOTION OFFICE

〒６０２－８５７０

京都府京都市上京区下立売通新町西入藪ノ内町

電 話 ０７５－４１４－５８５３

Ｆａｘ ０７５－４１４－５６９８

http://www.kyoto-be.ne.jp/kaikaku/


